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資料紹介
北米における華人社会と華僑・華人
に関する研究文献目録（下）
石
? ?
I. はじめに
I. 北米における華人情報網
ll. 北米で発行される華字新聞
IV. 華文雑誌と華人コミュニティー発行の雑誌・資料
（以上，本誌第41巻第2号）
V. 華人社会と華僑・華人に関する英語文献目録
（以上，本誌第41巻4号）
VI. 華人社会と華僑・華人に関する華字文献目録
VI. 北米で発行される華字新聞・雑誌等の補録
珊．結語（以上，本号）
VI. 華人社会と華僑・華人に関する華字文献目録
華人社会と華僑・華人に関する華字文献や資料は相当数出版•発行されていると考えら
れる。ワシントン大学東アジア図書館で華人社会と華僑・華人に関する英語文献を探して
いるおりにも，何冊かの華字文献を見出すことができた。既述の「華人社会と華僑・華人
に関する英語文献目録」で紹介したビプリオグラフィーの中にも数多くの華字文献が紹介
されている。特に，後述する鄭民・梁初鴻・李競・陸宏基・趙林・丘立本編「華僑華人史
書刊目録」（中国展望出版社， 1984)は中国で発行された入手が容易な， 華僑・華人に関
する文献目録である。本書には数多くの華文書籍や雑誌•新聞を紹介している。また，後
述の華文書籍はその書の中で数多くの華字文献を引用している。ただし，その中心は東南
アジアの華人社会や華僑・華人に関するものであり，中国大陸から移住・移民した華僑・
華人の圧倒的多数は東南アジアに居住していることからもこの点は納得がいく。東南アジ
アの華僑や華人からの送金や援助，投資は台湾だけでなく，解放後の中国においても社会
主義建設等に大きな意義を持ち，このような点からも台湾や中国，香港等において東南ア
95 
1046 闊西大學「継清論集』第41巻第5号 (1992年1月）
ジアの華人・華僑研究は積極的に行なわれてきた！）。 日本における華人社会や華僑・華人
研究も日本帝国主義の南進政策の必要から行なわれてきた経緯があり，やはりその中心は
東南アジアにある。現在においてもアジアに位置する日本においてはその研究の中心は東
南アジアにあり，これまで相当の研究蓄積が行なわれてきた。
本稿では北米における華人社会と華僑・華人に関する華字文献を中心に紹介したが，既
述の関連から北米以外においても興味のある研究が多く，併せて紹介することにした。そ
して，これまでの文献同様，筆者自身が直接目を通したものに限定した。
ところで，筆者は研究室に私蔵する華字文献を整理してみると，案外数多くの文献を所
蔵しているのが判明した。これらの文献の多くは中国，台湾，香港，シンガボール等の華
字文化圏で発行・出版されたものである。また，最近，香港・中国・台湾を訪問し，この
方面に関する資料の一部を収集した。特に，近年香港・台湾だけにとどまらず中国大陸を
も含めて，アメリカ・カナダ・オーストラリア等への海外移民・留学熱がとどまるところ
を知らない勢いであり，移民や留学・外国投資に関する入門書が数多く発行・出版されて
いるのは以上の理由に基づいている。特に，香港や台湾の新聞を読むと，移民や留学に関
する記事，移民•投資・留学に関する弁護士や斡旋会社の広告等を数多く目にすることが
できる。本稿ではこれら新聞の記事を除いて，移民や留学・外国投資に関する資料をも併
せて紹介する。ただし，投資については台湾資本や香港資本の中国大陸への投資に関する
書籍もかなり発行されているが，これは本稿の目的から外れているので除いた。なお，本
稿では書名の順序を中国発音表記によるアルファベット順とし，また簡体字，繁体字につ
1)中国の華僑系大学である広州の聟南大学や泉州の華僑大学には華僑研究所があり，華
僑研究を積極的に行なっている。また，華僑・ 華人と関係の深い広東省や福建省にお
ける重点大学である中山大学にはそれぞれ南洋研究所や東南亜歴史研究所・港澳研究
所があり， 華僑研究を行なっている。特に， 中央政府から各地の地方政府に至るま
で僑務携公室が設けられ，海外華僑や華人との関係を強化している。中国における華
僑・華人研究については，市川信愛・劉暁民「80年代中国（大陸）における華僑・華
人研究の動向（その一）」『九州国際大学国際商学部論集』第2巻第1号， 1991年1月
を参照されたい。台湾においては世界華商貿易会議線聯絡処が各年度の「華僑経済年
鑑」を発行しており，これは世界中の華僑の経済活動を網羅している。また，専門雑
誌の「華僑雑誌」 (OverseasChinese Review)が月刊誌として華僑雑誌社（台北）
から発行されている（創刊は1966年10月5日）。華僑研究においては中央研究院民族
学研究所や近代史研究所が本文で紹介するような華僑研究を行なっている。最近の研
究報告として，陳三井・張存武・朱泣源「東南亜六国海外華人圭究概況調査報告」「近
代中国史研究通訊」（第12期， 1991年9月）を参考にされたい。
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いては日本の当用漢字に改めた。
1. 華人社会と華僑・華人に関する華文書
①陳翰笙主編『華エ出国資料匪編』（第三輯美国外交和国会文献選訳），中華書局（北京），
1981年
本書は華エ出国資料として10輯まで編集・出版された中の・一冊である。本書は北米華僑
・華人と最も関係が深いので紹介することにした。本書は華エ（華人労働者）に関するア
メリカ外交文書と議会文書の翻訳である。
R陳翰笙主編『華エ出国資料匪編』（第七輯美国与加拿大華エ），中華書局（北京），198峠三
第七輯は表題の通りアメリカとカナダにおける華人労働者に関してである。本シリーズ
の他書を紹介すると，第一輯は「中国官文書選輯J,第二輯『英国議会文件選訳』，第四輯
『関於華エ出国的中外著作』，第五輯「東南亜華エ」，第六輯『拉丁美州華エ』，第八輯『太
平州華エ』，第九輯「非州華エ』，第十輯『第一次大戦時期赳欧華エ』となっている。ただ
し，第八輯，第九輯と第十輯は一冊の本に編められている。
③陳嘉庚「南僑回憶録』恰和軒（シンガボール）， 1946年
本書はシンガボールの愛国華僑の回顧録である。彼は故郷の福建省腹門市集美地区に各
種の学校を寄付したり，腹門大学を創設したりしたことで有名である。中華人民共和国か
ら愛国華僑として表彰されている。
④陳烈甫「東南亜的華僑，華人奥華裔」正中書局（台北）， 1979年
本書は華僑の世界分布から始って，東南アジアにおける華僑の実態と国別に華僑と華
人，そして華僑の社団組織や教育，新聞，華僑社会の変容，僑務政策等について分析・考
察している。最後に付録として南ベトナム華僑難民問題に関する資料を掲載している。
⑥陳烈甫「華僑学興華人学総論J台湾商務院書館（台北）， 1987年
本書は④と同じ著者による華僑・華人研究であり，第13章「僑社的華文報」の第5節に
「美国的華文報」として，アメリカにおける戦前と戦後初期の華文報，最近20年の華文報
を紹介している。
R陳祥水『紐約皇后区新華僑的社会結構」中央研究院民族学研究所（台北）， 1991年
本書の英文タイトルは， Chen,Hsiang-shui. Chinatown No More: Changing Patterns 
of Chinese Organizations in Queens, New York City. Taipei : Institute of Eth-
nology, Academia Sinica, 1991. である。表題の示す通りニューヨーク・クイーンズ区
の華僑についてその移民の歴史からはじまって， 100戸のアンケート調査による階層別分
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析，華人社区における様々な活動について行なっている。
⑦中国社会科学院近代史研究所近代史資料編輯組編『華僑与辛亥革命」（近代史資料専刊），
中国社会科学出版社（北京）， 1981年
本書は表題から類推できるように，孫文が指導した辛亥革命に対して在外華僑が大きな
役割を果たしたことについて，当事者からの聞取りをも含めて各地の華僑と辛亥革命との
関係を論述している。
⑧方雄普編著「美国華裔名人剪影」東方出版社・鷺江出版社（北京）， 1987年
本書は在米華人有力者の経歴の紹介である。
⑨高信「中華民国之華僑典僑務』（海外華人青少年叢書），正中書局（台北）， 1989年
本書は台湾の僑務機構，僑務政策，華僑社会の形成と発展，華僑の教育と経済について
簡単に解説している。本書は海外華人青少年叢書とあるように，華僑協会総会によって数
多く出版されている世界各国における華僑概況等の一冊である。本シリーズで本稿に最も
関係のある書は以下の⑩，⑭，@,⑱である。
⑩関春如「美国華僑概況」（海外華人青少年叢書），正中書局（台北）， 1988年
本書は，アメリカにおける華僑について第1章「歴史背景」，第2章「早期的美国華僑」，
第3章「美国法例対華僑的影響」，第4章「美国華僑団体的組織」，第5章「美国華僑的経
済生活」，第6章「美国華僑的文教事業」， 第7章「美国華僑興祖国関係」， 第8章「美国
華僑人口之結構興散布」，第9章「美国華人的成就」，第1-0章「結論」という章構成で， 90
頁の中に網羅的に盛沢山の内容を簡明に紹介しているので，便利である。
⑪華僑大学華僑研究所編輯「華僑史研究論文集」第1集，華僑大学（泉州）， 1986年
本書は華僑大学華僑研究所における研究成果であり，論文は， (1)明清時期華僑政策の実
施と華僑の出国原因， (2)外国における華僑の社会的地位と貢献， (3)辛亥革命と抗日戦争に
対する華僑の支援， (4)陳嘉庚研究， (5lfl!i郷社会調査の五つに分類して収められている。
⑫何瑞藤『日本華僑社会之研究」正中書局（台北），
本書は華人研究者による数少ない日本華僑社会研究であり，日本における華僑の歴史や
華僑が在住する日本各地の華僑団体について幅広く研究している。
⑬黄綺文 r華僑名人録」（油頭大学学術叢書）上海人民出版社（上海）， 1989年
陳嘉庚や胡文虎等19名の華僑著名人の紹介。
⑭簡許邦「加拿大華僑概況』（海外華人青少年叢書）， :iE中書局（台北）， 1989年
本書はカナダ華僑に関する研究書である。前書⑩と同様に， 100頁の中にカナダの華僑
•華人に関することを網羅的に紹介している。
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⑮聟南大学華僑研究所編＂呈僑研究」広東高等教育出版社（広州）， 1988年
本書は聟南大学華僑研究所の華僑研究の成果であり， 13編の論文が収められている。そ
のうち北米に関する論文として楊国標「鄭藻如使美期間約擁僑工作」の1編が収められて
いる。
⑯李春輝・楊生茂主編「美州華僑華人史」東方出版社（北京）
本書は， 6編から成る 800頁近くに及ぶ研究書である。本書の内容は，阿片戦争以前の
中国と南北アメリカ大陸との交流から，阿片戦争後の出国・移民，アメリカでの華僑・華
人，カナダの華僑・華人，ラテンアメリカの華僑・華人，アメリカ大陸の華僑と祖国・中
国との関係を考察している。第6編「美州華僑与祖国」の第3章第3節「陳宜譜和新寧鉄
路」では，シアトルで大きな華僑商店「華昌」 (WaChong Company)を経営していた
陳宜薦が故郷の広東省台山県に帰国して，故郷に新寧鉄道を建設し，祖国の経済建設に貢
献するといった内容に触れている。
⑰劉伯駿「美国華僑史」黎明文化事業公司（台北）， 197硝三
本書はアメリカにおける華人の歴史を網羅しており， 第5章と第6章の「華人社団組
織」 H口の詳細な歴史的分析は社団組織が発行する資料を豊富に駆使しており，興味のあ
る研究である。
⑱劉伯蒻「美国華僑史（続編）」黎明文化事業公司（台北）， 1981年
本書は⑭の続編であり，章構成も類似しているが，新たに加筆した章もあり，頁数も大
幅に増加している。
⑲僑務報社編「僑務政策文集』人民出版社（北京）， 1957年
新中国にとっても華僑の存在意義は大きく，経済建設において華僑の存在は無視しえな
い力を持っている。華僑からの各種の投資や寄付，特に故郷への学校や橋・道路等の施設
建設のための寄付，新戚や同族への送金は外貨獲得の意味からも重要であった。本書は
1955年から1957年にかけて国家や政府の指導者が発表した講話や，各種の対華僑政策につ
いて整理したものである。当時は第一次5カ年計画期であり，中国指導者の華僑に対する
関心が読み取れる。
⑳沈已夷「海外排華百年史」 (ACentury of Chinese Exclusion Abroad)中国社会科
学出版社（北京）， 1985年
アメリカ籍華人の I-YaoShenが197哨三1月に香港文芸書屋から出版し， 1980年7月
に中国社会科学出版社から再版を発行した。本書はその増訂第2版である。本書はアメリ
ヵ，カナダ，オーストラリア，ニュージランドにおける華人に対する移民政策の変遷を時
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期区分し分析している。また，ベトナムやアフリカ等で華人が受けた迫害についても考察
している。
＠宋越倫編著『日本華僑概況』（海外華人青少年叢書），正中書局（台北）， 1987年
本書は書名にあるように外国人による在日華僑研究である？その内容は中世以前の留日
華僑から現在の華僑までの日中交流史であり，長崎・神戸・大阪・横浜・函館における各
帯疇や中華疇あるいは中華商務総会について考察している。本書は台湾における在
日華僑研究であるので，中華民国側からの視点として日台断交と在日華僑の問題等にも簡
単に触れている。
＠魏秀堂・羅淵祥編輯『今日僑郷」第一輯，中国建設雑誌社（北京）， 1983年
本書は華僑の故郷である僑郷について関係者がその歴史や思い出•紀行文を編輯したも
のである。
⑬魏秀堂・羅淵祥編輯「今日僑郷』第二輯，中国建設雑誌社（北京）， 1984年
本書は＠の続編である。
⑭呉恵玉・葉嵐編「海外福建人名録』福建省図書館（福州）， 1985年
本書は福建から外国へ移民した華僑・華人の人名録で，政界・企業界・科学技術界・文
芸界・医療界の著名人490人を収録し，その姓名・出生年月・国籍・祖籍・経営企業や所
属・現在の地位や職業・企業経営の内容・役職•著作等を紹介している。福建籍華僑・華
人の80%以上は東南アジアに分布しており，本書では13カ国を紹介している。北米ではア
メリカとカナダが含まれており， アメリカ籍華人93名， カナダ籍華人5名を紹介してい
る。
⑮呉文星『日拠時期在台「華僑」研究』学生書局（台北）， 1991年
本書は台湾の日本統治期に中国から台湾へ労働力（「華工」）としてやって来た「中国
人」を「華僑」と位置づけ，膚口：」の制度や，「華僑」の社会運動， 組織について分析
しており， 台湾在住「華人」（台湾人）と「中国人」を区別している点は非常に興味があ
る。
⑮呉元黎編『美国華人経済現況」（海外華人社会研究叢書之四），正中書局（台北）， 1985年
本書は，中央研究院民族学研究所が1965年から開始した華僑研究の一環として発行した
「海外華人社会研究叢書」の第1輯13冊中の一冊である。本書は本稿（中）の「華人社会
と華僑・華人に関する資料・書籍」の⑰で紹介した， Yuan,-liWu, editor (!le忌元黎編）
の TheEconomic Condition of Chinese Americansの翻訳である。本書には呉元黎
以外に3名の研究者の論文が含まれており，必ずしも統ーテーマで研究されているわけで
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はないが，アメリカ華人の社会経済的地位と条件等について分析している。「海外華人社
会研究叢書」のシリーズを紹介すると，以上のような書籍が発行されている。
李亦園編著「東南血華人社会研究（上冊）」（第一号）
李亦園編著『東南並華人社会研究（下冊）」（第二号）
李亦園「一個移殖的市鎮一馬来亜華人市鎮生活的調査研究」（第三号）
呉元黎編『美国華人経済現況」（第四号，⑯で紹介）
郭振羽主編「新加披的語言奥社会」（第五号）
呉元黎・呉春煕「海外華人興東南亜的経済発展J(第六号，＠で紹介）
呉燕和「巴布亜新幾内亜華人百年史 (188吟三~1980年）J (第七号）
麦留芳「星馬華人私会党的研究」（第八号）
陳 (JohnChin)「砂携越華人史」（第九号）
蓼建裕「爪睦土生華人的政治活動 (1917~1942年）」（第十号）
Freedman, Maurice. 「新加披華人的家庭興婚姻J(第十一号）
Glick, Clarence. 『夏威夷的華裔移民』（第十二号）
Loewen, James. 「密西西比的華人』（第十三号）
＠呉元黎 (Yuan-IiWu)・呉春熙 (Chun-hiWu)「海外華人典東南亜的経済発展」（海
外華人社会研究‘禍之六），正中書局（台北）， 1985年
本書は呉元黎・呉春煕の共著の翻訳である。本書は6章構成で，第3章に「華裔経済活
動的演変興居留国対華裔的態度」とあり，東南アジア各国の華裔の経済活動の歴史分析と
政府の華人に対する政策史にかなりの頁を割いており，東南アジアの華僑・華人史を研究
する諸氏には一読を勧めたい。第6章に「東南亜的華人移民奥経済発展」では，出身地を
異にする華人が歴史的にどのような国にどのように移民し，どのような職業に従事し，ど
のような社会組織を形成してきたのかを分析しており，このような研究は北米の華人社会
分析と共通する研究である。
⑱呉沢・主編n眉僑史研究論集H」華東師範大学出版社（上海）， 198峠三
本書は華僑に関する論文27編が収められており，その内容は広範囲にわたっている。直
接，北米華僑に関する論文は「十九世紀後期中国人在美国開発中的作用及処境」「美国華
僑的歴史演変及其現状」「十九世紀美国華文報業発展小史」「華僑与美国中華文化中心」の
「加拿大温寄華文化中心的作用，形式和意義」の5編がある。
⑲先明「娼祖的故郷」 (TheHometown of Mazu)華芸出版社，出版地と出版年不明
海外にいる華僑や華人が厚く信仰する天上聖母・婦祖の故郷である瀧州島を紹介してい
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る写真集である。本書は簡体字ではなく繁体宇で出版されていることから，福建省出身の
華僑・華人を意識して出版されており，最近このような書が増加している。
⑳謝剣「香港的恵州社団一従人類学看客家文化的持続ー」香港中文大学出版社（香港），
1981年
本書は香港の広東省恵州人の社団組織についてその歴史的背景から組織内容，構造，機
能について考察した書であり，恵州人の社団組織が発行する多くの資料を使って分析して
いる。
R顔清復『出国華工与清朝官員一晩清時期中国対海外華人的保護 (1851-1911)」粟明鮮
訳），中国友誼
本書はまだ入手していない。本書は苦力（華エ）貿易や移民先における華僑の待遇に対
して，清朝政府が海外華人・華僑に対してどのような保護政策を取ったのかに関して論述
している。
⑫楊国標・劉漢標・楊安党『美国華僑史』広東高等教育出版社（広州）， 1989年
本書は清末のアメリカ移民から第二次世界大戦までの時期を扱っており，その中心は清
代に置かれ，移民の送出と西部開発，排華運動，清朝の外交政策，辛亥革命支援等多岐に
わたっている。
⑲楊洪苑・張嘩主編「台港澳及海外華人社会」旅滸教育， 1991年
本書はまだ入手しておらず未見であるが，興味のある表題であるので書名だけでも紹介
しておく。
⑭楊建成主編「南洋研究史資料叢刊」文史哲出版社（台北）， 1984年
本書は主として1920年代~1930年代にかけて出版された南洋華僑に関する研究書等の復
刻や翻訳であり，以下に紹介するように15冊のシリーズが復刊されている。
「三十年代南洋華僑領袖調査報告書（第一集）」 1939年
r中華民国各大学研究所有関東南曲研究博碩士論文摘要腫編J1983年
「三十年代南洋華僑領袖調査報告書（続集）』 1941
「南洋華僑抗日救国運動始末1937-1942』1983年
r蘭領東印度史」 1924
「中華民族之海外発展J1929 
「三十年代南洋華僑僑匪投資調査報告書」 1943年
「三十年代南洋華僑団体調査報告書J1943年
r三十年代非律賓華僑商人』 1941年
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『荷属東印度華僑商人（三十年代蘭領東印度華僑商人）」 1941年
「中国国民党輿華僑文献初編1908-1945」198牡F
『華僑之研究』 1939年
頂僑政治経済史」 1972年（滸仲勲著の翻訳）
「三十年代南洋華僑商経営策略之剖析」 1932年
＂匪流通之研究」 1914年
⑮戦後海外華人変化国際学術研討会「戦後海外華人変化国際学術研討会文集」中国華僑出
版公司（出版予定）
本書はまだ出版予定で未見ではあるが，アメリカのロサンゼルスで発行されている『太
平洋時報』 (1990年12月6日）によれば， 1989年に慶門で開催された「国際学術研討会」
に提出された70余編の論文中から54編を選び編輯したものである。その内容は戦後の海外
華人経済と社会変化を中心に，海外華人に関する研究が網羅されている。海外向けには華
文・英文合版で出版されることになっている。
⑮張妙清・手賓珊・察辛強・察利民合編『華人社会之性別研究研討会文選J香港中文大学
香港亜太研究所（香港） 1991 
本書所収の論文は英文で書かれているものもあれば，華文で書かれているものもある。
英文署名は Cheung,Fanny M., Wan-san, Choi Hang-Keung and Choy Lee-man, 
editors. Selected Papers of Conj erence on Gender Studies in Chinese Societies, 
Hong Kong Institute of Asia-Pacific Studies, The Chinese University of Hong 
Kong, 1991 である。本書は 1989年11月に香港中文大学で表題の「華人社会之性別研討
会」が開催され，約150人が参加し， 30編の報告論文が寄せられ，その内の21編を編めた
ものである。報告内容は歴史から医学・公共衛生・心理学・社会学・人類学・地理・哲学
・宗教等に及ぶが，言ってみれば香港・台湾・中国，そしてアメリカからの女性学研究の
集大成である。ただし，北米における華人社会は扱われていない。
⑰張泉林編「当代中国華僑教育」広東高等教育出版社（広州）， 1989年
本書は中国国内における華僑教育についての研究であり，上編と下編の二編に分けられ
ている。上編は国家による華僑教育で聟南大学・華僑大学・高等通信教育や各種華僑学校
等について触れており，下編は華僑や香港・澳門（アモイ）同胞の資金援助による教育事
業について触れている。
⑱張希哲編著「中華民国的僑生教育」（海外華人青少年叢書），正中書局（台北）， 1991年
本書は中華民国こそが中国の復興基地と位置づけて僑生（華僑の子弟）教育を重視して
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おり，これまでの僑生教育がどのようであり，今後の僑生教育をどのように進めるべきか
を論じている。海外華僑を中華人民共和国ではなく中華民国に引きつけておくためには，
僑生教育は重要な役割を担っている。すなわち，僑生教育は中華民国の僑務政策にとり重
要課題である。そこで，僑生教育史を考察することによって僑務政策史を理解することが
可能となる。本書の章楠成は，第1章「我国僑生教育的回顧」，第2章「僑生教育的成果」，
第3章「僑生教育実施現況」，第4章「僑生教育的検討興改進」であり， 付録として「僑
生回国就学及補導餅法」，「港澳学生来台就読餅法」，「海外華僑青少年申請回国就学須知」
がある。
⑲鄭民・梁初鴻・李競・陸宏基・僑趙林・丘立本編「華僑華人史書刊目録」（中国華僑歴
史学会資料叢書），中国展朝出版社（北京）， 1984
本書は華僑・華人に関する文献目録で，華文・欧文・日文別に，そして各国毎に華僑・
華人に関する文献を紹介している。特に興味が持たれるのは，華文報刊の目録があり，中
国国内における華僑・華人に関する雑誌や新聞を紹介しているだけでなく， 日本やアメリ
力において発行されている華字新聞や雑誌についても紹介している。例えば，本稿におい
て紹介した北米における華字新聞も本目録の中に見出される。ただし，出版年が1984年で
あることから最近発行されだした新聞は紹介されていない。
2. 移民•投資・留学に関する華字情報書・雑誌
以下に紹介する移民•投資・留学に関する華宇情報書とは，移民•投資・留学のノウハ
ウを紹介するといったもので，その内容は非常に簡単なものである。実際，移民•投資・
留学するとなれば，多くの公的機関やエージェントを通じて実行に移すことになり，その
ような弁護士や旅行社等のエージェントの広告が各種の新聞広告記事に見られる。
①陳柏松「移民升学投資指南」香港新聞出版社（香港）， 1990年
本書は24カ国の概況とその国への留学•投資・移民についての簡単な解説書であり，ヵ
ナダとアメリカに最大の頁数が割かれている。
R高魯哭編著『美国移民投資手冊」河畔文化事業公司出版（香港），出版年なし。
本書は香港で出版された投資移民の入門書であり，香港投資移民の実態がよく理解でき
る。アメリカにおいても本書のように華文で発行される移民等に関する書は多い。このよ
うな書はページ数の割りには価格が高い。本書はアメリカの華文書店で入手した。
⑧河北省公安庁出入境管理処・辺防局編写「最新出入境諮詢大全」河北人民出版社（石家
荘）， 1989年。
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本書は応答形式の出入国に関する書で， 第一章「中国公民出国証件管理」， 第二章「出
国留学」，第三章「内地公民往来港，澳，台」，第五章「港澳旅滸」，第六章「港， 澳，台
主要出入境証件簡介」，第十三章「赴日本留学，訪問」，第十四章「前往美国留学，訪問，
移民」，第十五章「赴法国留学」，第十六章「赴英国留学」，第十七章「前往連邦徳国留
学」，第十八章「赴澳大利亜留学，訪問，移民」， 第十九章「前往加拿大留学， 訪問，移
民」＇，第二十章「香港，澳門地区概況」と，外国への移民や留学等の出国方法等が内容の
中心である。
④劉秀英・鐘玉香編輯『日本留学手冊」（留学叢書），学林出版社（香港）， 1988年。
本書は表題にある通り，日本留学へのノウハウを紹介したものであり，日本の概況から
始まって，教育制度や留学手続き，留学費用，奨学金，出国前の準備， 日本での生活，環
境への適応，大学紹介等が手際よく編められている。
⑥劉延淮・朱建新編訳「美国加拿大1550所高等院校便覧」北京語言学院出版社（北京），
199眸。
本書はTheCollege in Handbook 1987-1988, Directory of Canadian Universities, 
Directory of Graduate Programms 1988-1989, Education in Canada, University 
Study in Canada, Canada Handbookからの翻訳・編集である。中国大陸青年層の外
国留学熱の沸騰で， TOEFLの問題集の発行だけでなく，数多くの外国大学の紹介や留学
ノウハウの紹介書が出版されている。本書もその一つである。
⑥羅富投資移民顧問(Roth& Sons Investment & Immigration Consultants)「世界
移民何価』羅富投資移民顧問（香港）， 1989年
本パンフレットは全37頁にわたる移民のための解説書であり，上記の羅富投資移民顧問
の投資移民に関する企業広告である。本パンフレットには実際の移民に必要なカナダやア
メリカ等の応募書類も添付されており，実際に扱った移民事例の新聞記事や投資移民考察
団の広告等をも掲載したタブロイド版の新聞をも添付している。
⑦彰添添 r移民澳州策略ー91年最新定案」創建出版公司（香港）， 1990年。
オーストラリア政府の移民政策の紹介と，独立移民，親族移民，技術移民，商業投資移
民，婚姻移民等の各種移民方法を紹介している。
⑧任枝明「移民投資加拿大」博益出版集団有限公司（香港）， 1988年。
カナダヘの移民投資に関する紹介書である。本書のシリーズとして陳沃昌「加拿大移民
情報』，向新衡『移民投資東南亜」がある。
⑨上海外国語学院出国培訓部編「出国留学人員思想教育十二講」上海外語教育出版社（上
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海）， 1986年。
198呻代に入り中国では留学プームが出現した。その背景には対外開放政策により多く
の外国情報に接することができるようになり，外国へ行くチャンスも多くなったことがあ
る。そして，国内の窒息した空気から逃れるために多くの知識人は外国留学を希望した。
特に，若い学生達は自己の将来の希望を託し，外国語学習に熱を入れた勉強を始めた。本
書はそのような出国留学生に対する思想教育のために出版されたものである。
⑩ 「投資移民」 (InvestmentEmigration), 未来文化事業有限公司（台北）。
本雑誌は移民•投資あるいは留学に関する専門雑誌であり， 1991年 9月号は欧州の特
集が組まれている。
⑪西茜凰『加拿大移民初探」明窟出版社（香港）， 1989年。
本書は著者が対談者と対談するという方式でカナダの各方面に関して紹介しており，そ
の最後に資料を添付している。
⑫行政院大陸工作会報「大陸同胞来台申請須知』行政院大陸工作会報（台北）， 199吟三
本パンフレットは大陸から台湾へ来る場合の申請方法についての説明である。台湾から
大陸への「探親」（親戚訪問）・槻光・ビジネス等については数多くの概説書が台湾と大陸
から出版•発行されているが，大陸同胞に対して台湾側からこのような解説書が発行され
ているのはまだ数少ない。
⑮楊振衣編「最新資料美国移民法例』 (LatestAmended Immigration Act USA), 美
国今日華埠出版社（ニューヨーク）， 1991年。
本書の出版社はニューヨークにあるが，香港で印刷•発行されており，アメリカ・カナ
ダ・香港・台湾で発売されている。内容は移民法の説明と移民方法の紹介である。本シリ
ーズとしては以下のような各種の移民•投資・留学等に関する書籍が発行されている。
『如何投資美国房地産」（北美生活叢書4), 『美国投資指南（第二輯）』（北美生活叢書
5), 『美国生活日用英語」（北美生活叢書6),『加拿大移民生活指南』（北美生活叢書7),
『美加移民（第一輯）」（北美生活叢書8・),『美国非移民策証手冊』（北美生活叢書9),『美
国150種生意経営之道」（北美生活叢書10), 『90年代如何在美創業致富』（北美生活叢書
11), 『資金短鋏如何在美国置業』（北美生活叢書12),『美国投資創業指南（第一輯）」（北
美生活叢書13),『紐約華人生活電話辮1991年版』。
⑭張建華「細説澳州」香港文匪出版社（香港）， 1990年。
香港からオーストラリアヘの移民が多い中にあって，オーストラリアに関する情報書の
出版はかなりの数にのぼっている。本書はその中の一冊である。
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Vl. 北米で発行される華字新聞・雑誌等の補録
シアトル華人社会の再調査と華僑・華人研究の資料収集，北米他地域におけるチャイナ
タウンの見学を兼ねて， 7月21日より 8月26日までの日程でアメリカとカナダに滞在し
た。今回はニューヨーク・ワシントン D.C.• トロントのチャイナタウンを再訪するとと
もに，新たにボストン・フィラデルフィア・オタワ・モントリオール等のチャイナタウン
を見学し，これまで見つけることのできなかった華字新聞や雑誌を新たに入手した。そこ
で，「補録」としてここに紹介する。
1. シアトルで入手した華字新聞・雑誌
今回シアトルのチャイナタウンにおいて新たに入手した華字新聞・雑誌は多くはない。
1年間シアトルに滞在し華人社会を調査したのであるから，当然であるかもしれない。今
回の再訪で変化していた点と言えば，これまで25セントであった週刊の「華整報」が無料
で発行されるようになったことである。しかし，シアトルにおける華人社会研究のために
各種の団体を訪問・調査し，華人コミュニティーが発行する資料や冊子を新たに入手し
た。
① 「越棉寮報』 (IndochineseNews, 週刊，ロサンゼルス発行，無料）
ベトナム・カンボジア・ラオス系華人の新聞である。シアトルにも「華盛頓印支華裔相
済会」や「西雅図越棉寮華裔敬老会」といった組織があり，ベトナム・カンボジア・ラオ
ス系華人がかなり居住している。その多くは中国潮州出身者であるのか，「華州潮州同郷
会」との関係が密接であり，彼らは「西雅図中華会館」とは別に「西雅図社団聯誼会」と
いう華人コミュニティーを統合する組織を形成している。本紙はシアトルの「越華市場」
で入手した。
③ 「華整報」 (Voiceof Overseas Chinese, 週2回，北京発行）
本紙はシアトル発行の「華墜報」とは異なり，北京発行である。この新聞は仁人服務社
に送られてきたもので， このような海外華人組織に対して中国共産党の『人民日報」（海
外版）や中国国民党の「中央日報」だけでなく各種の新聞・雑誌が送られているようであ
る。
⑧ Northwest Ethnic News (The Ethnic Heriage Council, 月刊，無料）
本紙は TheEthnic Heriage Councilが発行する英字新聞であり，エスニック・コミ
ュニティーに関する記事が多く，華人に関する記事も掲載されることが多い。
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④ 「華州雑誌J(The Chinese Magazine, 10; 1991年5月， 1月， 1991年8月）
本雑誌はすでに紹介したが，今回その10号と1号を入手した。
⑥『全美伍脊山公所第八届懇親代表大會特刊」 1981年
⑥「全美伍音山公所第八届懇親代表大會特刊附刊」 1981年（発行年不明）
⑦「全美伍膏山公所第十届懇親代表大會特刊附刊」 1989年
⑥，⑥，⑦は「伍膏山公所」（伍姓宗親会）の全米大会の会報である。 このような会報
は各地・各姓の宗観会が発行しており，その組織内容を窺うことができる。
⑧ 「僑教」第145期， 1991年2月1日
シアトルの華文学校を調査した折りに入手したもので，タブロイド版の新聞である。本
紙は台湾の僑教雑誌社が発行しており，漢字は繁体字を使用し，発音表記は中国が使用す
る併音ではなく，台湾が使用する発音表記である。このようにシアトルにおける華文学校
の多くは台湾の影響が強く，教材等も台湾のものを使用している。
⑨ 「自立周報J(The Independence Weekly Post)第110期， 1991年7月12日
「自立周報」は独立系の「自立晩報』が発行する海外向け週間新聞である。本稿でもす
でに紹介したが， 日本やアメリカ等で定期購入が可能である。今期はアメリカ版特集（「美
国独立専刊」）として「美州大陸的台湾蕃薯ー活躍在美国台湾人社団」や「身居異国心繋
原郷ー旅美台湾人移民大観」という記事が組まれ，在米台湾人についてその移民の原因や
歴史，社団組織，活動，統計等について書かれている。
⑩仁人服務社 (ChineseInformation & Service Center)「一九九0年秋季通訊中英合
刊」 (Fall1990 Newsletter) 
仁人服務社はシアトル市からの委託を受けてシアトル在住の華人に対する福祉活動を行
なう組織である。その主な仕事は住宅・就職の世話や医療保障，老人活動の世話，各種の
学習会，安価な食事の提供等である。本パンフレットは仁人服務社の活動報告と同時に財
政支援のための寄付を訴えるものである。そのため英文と華文の両方で書かれている。
⑪ 『人人通訊」 ChinseInfomation & Service Center, 1982年2月
本パンフレットは，華文が手書きコヒ・-により，英文がタイプライターによる1981年度
年末報告であり，その内容を紹介すると， H老人福祉サービス，口新移民サービス，曰華
人老人栄養食堂等や，人人服務社（仁人と書かれていない）の1982年度の董事名や工作人
員の配置等について報告されている。
⑫ 「仁人服務社」 ChineseInformation & Service Center 
本パンフレットは，ある企業からの寄附金により華文と英文の両表記で印刷•発行した
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仁人服務社の活動紹介である。そこには仁人服務社を AVital Resource for Seattle's 
Asian Communityと位置づけている。
⑬ 『仁人服務社睛雨者老托護中心」 ChineseInformation & Service Center 
これは60歳以上の孤独な老人や体の不自由な老人を月曜日から金曜日の午前8時～午後
5時まで， 1日9につき20ドルで預かり世話をするという広告である。これも仁人服務社の
活動の一つである。
2. ポストンで入手した華字新聞・雑誌
ボストンではボストン発行の華字新聞を見出すことはできなかった。ボストンはニュー
ヨークに比較的近接していることから，ボストンの華人社会に関する情報綱はニューヨー
ク圏に属しているようである。例えば，ボストンでも入手できる北米全土に販売網を持つ
『世界日報」や「星島日報」は全てニューヨーク版であった。ただし， 『世界日報」の記
事には「波士頓版」を含んでいる。
3. ニューヨークで入手した華字新聞・雑誌
① 「新亜時報」 (NewAsian American Times, 週刊，ニューヨーク発行）
③ 『東方新聞報」 (OrientalNews, 日刊，ニューヨーク発行， 15セント）
⑧「美国中文電視台」
このようなテレビ番組紹介は各都市で発行されており，各地のチャイナタウンの小さな
書店や新聞舗で扱っている。
4. フィラデルフィアで入手した華字新聞・雑誌
フィラデルフィアもボストンと同様に，特別な華字新聞を見出すことはできなかった。
フィラデルフィアはニューヨークとワシントンD.C.の中間に位置し，『世界日報」や「星
島日報」はボストンと同檄に全てニューヨーク版であった。
5. ワシントン D.C.で入手した華字新聞・雑誌
ワシントン D.C.で入手できる主要な華字新聞はニューヨーク版であるが，新たに下記
のような新聞を入手した。
① n呈府郵報」 (WashingtonChina Post, 週刊，ワシストン D.C.発行，無料）
たまたま購入Lた本紙に「蒙郡 (MontgomeryCounty)亜裔求職訓練調査表」なるア
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ンケート調査表が入っており，この集計結果に非常に興味をもつのであるが，何時どのよ
うな形で公表されるのであろうか。
Rr華盛頓新聞J(Washington Chinese News, 日刊，ワシントン D.C.発行）
本紙はワシントン D.C.に総社を持ち，ヒューストンとダラスに分社を持っている。
③亜太停播公司 (AsianAmerican Communication Corporation)主編「最新華人生
活指南大全』（華人商業電話薄， ChineseDirectory of Greater Wshington D. C.), 
1990年。
本書は，名前にある通り華僑・華人がワシントン D.C.で生活していくための各種情報
を満載しており，華人生活指南として資料篇，移民篇， 生活篇， 教育篇， 保健篇， 法律
篇，旅遊篇と電話簿に別れている。
6. トロントで入手した華字新聞・雑誌
既述したごとくトロントの『世界日報」はトロントで発行され， そして「加拿大新聞
版」が挿入されている。『星島日報」もトロントで発行されている。香港の「明報」は「美
加新聞」 (OverseasChinese Daily News, トロント版）を発行している。特に興味を持
ったのは，『星島日報』 (1991年8月12日）に「香港政府職位空欠」の広告が出されていた
ことである。これは香港政庁職員が「1997年問題」から逃れるために世界各地へ移民して
おり，現在香港政庁各分野の職員が不足したので，現在最も多くの香港移民が居住するカ
ナダヘ職員募集のため，『星島日報』のトロント版に職員募集の広告を掲載したことであ
る。また，『世界日報」には「教會信息」という華語や華語各方言による華人向けの各地
域•各種キリスト教派の広告記事が教多く掲載されている。
① 「多倫多地産報』 (MetroToronto Real Estate News, 週刊， トロント発行，無料）
不動産に関する情報紙である。
②「1991多倫多中文黄頁電話薄」
本誌は『世界日報」に掲載された広告記事であり，これまで紹介した中文黄頁電話癖と
同様である。
③ 「最新入籍指南」第三版・ 1991新版 (Howto Become a Canadian Citizen)経済出
版社（トロント）， 1991年
カナダでの入籍に関する情報書で華文に英文が併記されている。
④美国世界書局編『美国新移民法』（世界日報十五週年紀念叢書），美国世界日報（ニュー
ヨー ク）， 1990年
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本書は，北米全土に支局と書店を持つ世界日報社が編集した華文書である。 1990年に新
移民法案が議会を通過し，プッシュ大統領がこれに署名することにより成立した。市民権
を持たない在住者から新しい移民法に対する情報提供の希求があり，各地のチャイナタウ
ンでは弁護士事務所主催の新移民法に関する説明会を何度も開催している。本書は新移法
の内容とその分析，そして移民局提供の「移民問題の解答」を翻訳掲載している。本書の
ような移民あるいは投資に関する入門書は北米において数多く発行されている。また，北
米において自動車は日常生活上の必需品であり，車がなければ生活に支障来すことから，
運転免許証取得に関する情報書が何種類と発行されている。例えば，『最新考筆試必讀」
(Driver's Handbook for Chinese Written Test)や「最新考路試験必讀及高級駕駿手
冊」 (RoadTest Advanced Driver's Handbook)等が出版されており，また，数多く
のドライビング・スクールの広告等も見られる。
⑥ 「加華雑誌」 (ChineseCanadian Magazine)加華雑誌有限公司（香港・トロント）
華文と英文で発行されている本誌は双月刊誌で，香港とトロントで発行され，香港と
カナダで発売されている。内容はカナダの諸都市や移民生活•投資・教育等に関する紹
介で，香港で発行されている関係か中国企業の広告記事が多い。 1991年6/7月号は
Immigrant Investment Business Lifeという特集を組んでおり，香港移民とカナダと
の結びつきがよく理解できる。本誌はトロントで入手した。
⑥多倫多支援中国民運出版基金「六四血紅的黎明ー加拿大華人紀念八九民運詩文及図片選
集』 (TheBlood-Red Dawn on June 4, Selected Essays of Chinese Canadians 
Supporting the Pro-Democracy Movement in China [with photographs]), 1991年
本書は「天安門事件」に対するカナダでの中国民主化運動支援の記録であり， トロント
で発行されている。
?. オタワで入手した華字新聞・雑誌
オタワのチャイナタウンは一街路沿いに存在する規模の小さなものであり，漢字新聞の
多くはトロントから郵送されてきたものであった。
① r加京華報」 (TheCapital Chinese News, 月刊，オタワ発行）
タブロイド版28ページ程の新聞で広告記事も多いが．オタワにおける華人コミュニティ
ー，華僑や華人・華人系学生の活動， 日常生活上の情報からカナダのニュース，国際ニュ
ースに到るまで豊富な情報を提供している。特に， 1991年夏の中国大陸での水災に対する
募金活動を詳細に報告している。
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8. モントリオールで入手した華字新聞・雑誌
モントリオールはフランス文化圏（フランス語圏）であり， トロントのイギリス文化圏
（英語園）とは異なるが，華人社会情報網はトロント圏に属している。この点は「世界日
報」や「星島日報」がトロント版であることから頷ける。しかし，モントリオールの華人
社会が独自に発行する華字新聞は結構多く見つけることができた。
① 『満地可亜訊雙週刊』 (MontrealAsian Post, 隔週刊，モントリオール発行）
タブロイド版18ページ程の新聞で，その多くは広告記事で， 「社会服務」という欄にコ
ミュニティーの活動が少し紹介されている。
③ 「華僑時報』 (LePresse Chinois, The Chinese Press, 週刊，モントリオール発行，
30セント）
タブロイド版48ページに及ぶ本紙はかなりの部分を広告が占め，特に不動産広告が大部
分を占めている。「今日唐人街」は華人コミュニティーの活動を伝えていて参考になる。
⑧ 『満地可溝報』 (WorldwideChinese Journal of Montreal, 旬刊，モントリオール
発行，無料）
本紙の大部分もレストラン等の広告記事が占めており，読むべき記事が少ない。
④ 『華整報」 (WahSing Po, 週刊，モントリオール発行，無料）
大部分の頁が広告で占められており，記事は他の通信社からの孫引きである。
⑥ Chinese Community Bureau「満城華僑戸名電話録」 (1991Chinse Directory of 
Greater Montreal), モントリオー ル， 1991年。
本書のような電話薄はこれまで紹介してきたように各地のチャイナタウンで発行されて
いる。本書によれば，モントリオールの華人社団組織は数十ある。そのうちの主要な組織
は北米各地のチャイナタウンにも存在する団体の支部組織である。
珊[. 結 語
19世紀中頃より中国大陸から華人は太平洋を越えて北米に移住し，数多くの華人コミュ
ニティーを組織したり，華人が集居するチャイナタウンを形成したりした。第二次世界大
戦後においても中国大陸での国共内戦に敗れた国民党関係者や知識人が海を越え，アメリ
カヘ亡命した。また，アメリカと外交関係を保持していた台湾の国民党関係者はその後も
積極的に子孫をアメリカに留学させ，そのままアメリカに居残らせ市民権を取得させた。
さらに， 1980年代に入ると高度経済成長を遂げた台湾経済は，大幅な貿易黒字を抱え，外
貨管理の規制緩和，為替管理の自由化，外国旅行の自由化へと，これまでの政策を大きく
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転換させた。特に，低賃金による国際競争力を誇っていた労働集約型輸出加工業は生産の
拠点を東南アジアヘシフトさせるとともに，北米への移民•投資・留学は急増した。
一方，「1997年問題」を抱く香港は中国共産党と中華人民共和国に対する不信から，ァ
メリカ・カナダ・オーストラ））アヘと各種の方法と手段とを利用した移民が急増した。
1978年に対外開放政策を打ち出した中国には，外国から多種多様な情報が国境を越えて押
し寄せ，民衆は自らの生活と外国との生活を比較し，外国へ出て一旗あげようとするもの
が続出した。特に， 「天安門事件」により窒息した政治的状況から脱出するべく，多くの
青年が北米を目指した。北米においては，彼らを受け入れるチャイナタウンや華人社会が
存在し， 19世紀後半から現在まで華人移民の潮流は， 「排華運動」が盛んな一時期を除い
て，途絶えることなく続いた。それは北米における中華文化を存続させ，長い歴史を持つ
中華民族の子孫であるという「中華意識」をも新しい世代に植えつけることを可能にし
た。
以上のような華人移民から始まって華人社会の成長と発展，華僑・華人の北米社会への
適応と)I廊芯は，移民社会アメリカ・カナダにおける人種問題として，政府だけにとどまら
ずアメリカの一般市民にとっても常に大きな関心事であり，この問題に対する研究は積極
的に行なわれてきた。
本稿で紹介した文献は，華僑・華人が外国の地で生きていくための情報誌紙から，華僑
・華人が移民先において抱える様々の問題を様々な角度から分析した書籍まで含まれてい
る。このような文献資料の中には日本で入手困難なものもあり， 日本にいては世界各地で
生活する華僑・華人の社会的・経済的・文化的諸活動を把握することは困難である。反対
に，北米におけるこれらの情報をホローすることにより日本でほとんど気付くことのない
台湾や香港・中国での動向を把握することが可能となる。例えば，台湾への外国資本進出
はアメリカと日本が第1位と第2位を占めているが，華僑資本の投資を見ると，香港・ア
メリカ・フィリヒ°ンという順位となり，在米華僑・華人の存在が浮かび上がってくる。今
後華僑・華人や華人社会を研究したり，あるいは近年急速にその存在がクローズアップさ
れ始めているアジア太平洋経済圏における華人資本の研究を行う際にも，アジア各地だけ
でなく北米に居住する華僑・華人の社会・経済活動を抜きにしてはこれらの地城の社会経
済を論ずることが不可能となりつつある。本稿は，筆者の今後の研究の参考のためにまと
めたものである。
（稿了）
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（付記〕校正中に研究室に埋もれていた1冊の資料を発見したので，紹介しておく。
「VI.華人社会と華僑・華人に関する華字文献・目録」に属するので＠とナンバーを打っ
た。
⑲謝高橋「人民外移現況及問題之探討」行政院研究発展考核委員会（台北）， 1989年
本書は移民・移住の送り出し側の台湾から，理論的・歴史的に移民・移住の原因・影響
を考察し， さらに現状分析を加えようとしている。特に， 第4章「台湾地区国人出国趨
勢」，第5章「国人出国奥外移問題」， 第6章「影響人口出境及遷出的社会経済原素」，第
7章「外移人口性質摘要輿政策涵義」では，台湾側の豊富な統計資料を駆使して分析して
おり，資料的価値が大きい。
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資料を参考にした。同図書館副館長で中国研究担当の呉燕美(Yeen-meiWu)女史，ワシ
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